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4
年
ぶ
り
に
通
常
の
交
流
集
会
を
実
施
し
、
11
本
の
リ
ポ
ー
ト
の
報
告

を
受
け
て
2
つ
の
分
散
会
で
討
論
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
他
に
2
本
の
リ

ポ
ー
ト
も
あ
り
ま
し
た
（
計
13
本
）
が
、
都
合
に
よ
っ
て
執
筆
者
が
参
加

で
き
ず
、
リ
ポ
ー
ト
提
出
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
も
71
名
と
例
年

通
り
に
戻
り
、
各
単
会
の
活
動
も
活
発
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
大
き
な
収

穫
で
し
た
。
今
回
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
単
会
も
、
来
年
は
是
非
参
加
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

開
会
式
で
は
、
国
際
政
治
や
国
内
の
政
治
・
経
済
・
教
育
の
課
題
に
つ

い
て
会
長
を
は
じ
め
、
来
賓
の
日
教
組
・
梶
原
貴
副
委
員
長
、
教
職
員
共

済
・
岡
島
真
砂
樹
理
事
長
、
相
互
共
済
会
・
朽
見
誠
二
理
事
長
そ
し
て
、

水
岡
俊
一
・
古
賀
ち
か
げ
両
参
議
院
議
員
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

教
育
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て

考
え
る 

― 

自
主
夜
間
学
校
「
い
い
あ

す
京
都
」
の
挑
戦

京
都
府
退
教
　
川
端
宏
幸
さ
ん

公
立
の
夜
間
中
学
は
全
国
で
17
都
道

府
県
44
校
存
在
し
て
、
今
後
11
県
で
設

置
予
定
で
あ
る
。
公
立
の
夜
間
中
学
校

は
最
後
の
砦
に
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
「
原

則
と
し
て
、
高
卒
以
上
の
方
は
義
務
教

育
を
受
け
て
い
る
も
の
と
し
て
、
入
学

の
対
象
に
し
ま
せ
ん
」
と
い
う
条
項
で
、

高
校
の
「
形
式
卒
業
者
」
は
入
学
を
拒

否
さ
れ
る
。
ま
た
毎
日
通
学
で
き
な
い

生
徒
も
夜
間
中
学
通
学
は
困
難
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
問
題
か
ら
誰
で
も
受
け

入
れ
る
「
自
主
夜
間
学
校
」
が
必
要
で

あ
り
、自
主
夜
間
学
校
「
い
い
あ
す
京
都
」

が
生
ま
れ
た
。
こ
の
学
校
の
母
体
と
な
っ

た
の
は
、「
京
都
府
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
」

で
あ
り
、
京
都
の
同
和
教
育
が
発
展
し

た
解
放
教
育
の
延
長
上
に
自
主
夜
間
学

校
「
い
い
あ
す
京
都
」
が
生
ま
れ
た
わ

け
だ
。
自
主
夜
間
学
校「
い
い
あ
す
京
都
」

は
夜
間
中
学
洛
友
の
補
完
的
役
割
も
果

た
し
て
お
り
、
多
く
の
「
教
育
難
民
」

が
「
小
さ
な
喜
び
を
感
じ
、
小
さ
な
幸

せ
を
見
つ
け
る
」
手
助
け
を
し
て
い
る
。

若
い
人
に
ど
う
「
戦
争
の
記
憶
」
を

伝
え
る
か

静
岡
県
退
教
　
山
田
勝
洋
さ
ん

8
月
19
日
「
夏
・
平
和
の
会
」
が
開
か

れ
た
。
そ
こ
で
「
私
た
ち
の
多
く
は
戦
時

中
、
幼
児
か
戦
後
に
生
ま
れ
た
世
代
な
の

で
、
戦
場
で
の
経
験
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、

空
襲
も
、
疎
開
を
体
験
し
て
も
ほ
と
ん
ど
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覚
え
て
い
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

1
9
4
5
年
4
月
4
日
の
清
水

空
襲
に
つ
い
て
現
在
参
加
者
が
居

住
し
て
い
る
関
係
で
話
題
に
な
っ

た
。
今
ま
で
親
に
聞
い
た
こ
と
も

な
い
人
が
こ
れ
を
機
会
に
聞
こ
う

と
思
っ
た
と
か
、
ど
こ
の
被
害
が

ひ
ど
か
っ
た
か
が
話
題
に
な
っ
た
。

ま
た
当
時
多
く
の
人
が
行
っ
て
い

た
満
州
の
こ
と
も
話
題
に
な
っ
た
。

私
た
ち
自
身
が
過
去
の
「
戦
争
」

で
あ
れ
、
傍
観
者
で
あ
っ
て
は
若

い
人
に
「
戦
争
」
を
語
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
身
近
か
ら
「
戦
争
」

を
共
有
化
し
て
若
い
人
に
伝
え
て

い
き
た
い
。

組
織
強
化
に
向
け
た
北
退
教
の

活
動
に
つ
い
て

北
海
道
退
教
　
筒
井
比
呂
志
さ
ん
　

北
退
教
は
24
の
地
域
退
教
の
連

絡
組
織
で
会
員
は
約
4
千
人
、
全

国
一
の
会
員
数
で
す
。
現
在
、
定

年
延
長
と
教
員
の
人
・
地
域
と
の

か
か
わ
り
を
避
け
る
傾
向
も
あ
り
、

会
員
数
が
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。

そ
こ
で
現
職
支
部
と
連
帯
し
て
現

退
一
致
の
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

で
組
織
拡
大
を
は
か
っ
て
い
る
。

現
退
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
ア

イ
ヌ
の
授
業
」
の
資
料
集
が
完
成
、

大
規
模
風
力
発
電
建
設
事
業
に
反

対
す
る
取
り
組
み
な
ど
が
そ
の
実

践
で
あ
る
。
さ
ら
に
健
康
と
生
き

が
い
の
た
め
の
親
睦
交
流
、
親
睦

旅
行
、
研
修
会
等
の
活
動
を
す
す

め
組
織
拡
大
に
つ
と
め
て
い
る
。

「
組
織
拡
大
・
強
化
と
愛
知
退

教
連
の
目
的
」

愛
知
退
教
連
　
沖
田
了
紀
さ
ん  

2
0
1
7
年
現
職
の
組
織
構
成

の
変
化
（「
県
費
負
担
教
職
員
の

給
与
負
担
等
の
道
府
県
か
ら
指
定

都
市
へ
の
移
譲
」
を
ふ
ま
え
て
）

か
ら
「
愛
知
県
退
職
教
職
員
協
議

会
（
愛
退
教
）」
と
「
名
古
屋
市

退
職
教
職
員
協
議
会
（
名
退
教
）」

が
組
織
さ
れ
た
。
そ
し
て
愛
退
教
、

名
退
教
の
連
合
会
で
あ
る
「
愛
知

退
職
教
職
員
連
合
会
（
愛
知
退
教

連
）」
が
生
ま
れ
た
。

現
在
、
退
教
連
と
退
職
公
務
員

連
盟
の
違
い
を
理
解
し
て
も
ら
え

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
組
織
率
の
減

少
が
す
す
ん
だ
。
そ
こ
で
、
こ
の
歯

止
め
を
か
け
る
べ
く
地
区
の
校
長

会
の
会
合
に
お
い
て
、
入
会
を
呼
び

か
け
る
取
り
組
み
を
は
じ
め
た
。
こ

の
結
果
、
減
少
傾
向
に
ス
ト
ッ
プ
が

か
か
っ
た
。
愛
知
は
、
組
合
・
校
長

会
・
教
育
委
員
会
と
P
T
A
が
手
を

携
え
て
愛
知
の
教
育
を
よ
り
よ
い

も
の
に
し
て
き
た
。
ま
た
現
退
一
致

の
運
動
と
り
わ
け
地
方
選
挙
に
お

い
て
組
合
の
組
織
内
候
補
が
ト
ッ

プ
当
選
を
果
た
せ
た
こ
と
が
成
果

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

山
口
県
の
民
衆
は
負
け
な
い

山
口
退
教
　
鳥
家
治
彦
さ
ん

山
口
で
は
、
県
内
各
地
で
、
人

権
・
平
和
の
た
め
に
闘
っ
て
い
る

一
般
市
民
と
連
帯
を
し
て
活
動
し

て
い
る
。
主
な
活
動
は
、
育
鵬
社

の
歴
史
教
科
書
（
岩
国
市
、
下
関

市
）
を
使
用
し
な
い
よ
う
、

5
0
0
0
筆
の
署
名
を
持
っ
て
教

委
へ
訴
え
た
こ
と
、
岩
国
基
地
の

沖
合
移
設
に
使
う
土
砂
搬
出
の
た

め
に
削
ら
れ
た
、
愛
宕
山
の
広
大

な
平
地
に
米
軍
住
宅
を
作
ら
せ
な

い
た
め
の
座
り
込
み
（
辺
野
古
の

座
り
込
み
に
学
ん
で
）・
リ
レ
ー

ト
ー
ク
を
し
て
い
る
こ
と
、
朝
鮮

学
校
の
補
助
金
復
活
を
求
め
る
県

庁
前
の
座
り
込
み
、
安
保
法
制
の

廃
止
を
求
め
る
毎
月
19
日
の
総
が

か
り
行
動
、
沖
縄
の
闘
い
に
連
帯

す
る
取
り
組
み
、
天
皇
制
の
強
化

に
反
対
す
る
取
り
組
み
、
上
関
原

発
建
設
反
対
、
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ

ア
反
対
な
ど
、
数
多
く
の
活
動
を

し
て
い
る
。

島
根
原
発
2
号
機
運
転
差
止
仮

処
分
裁
判
の
取
り
組
み
～
自
分

の
思
い
を
行
動
に
～

鳥
取
県
退
教
　
後
藤
　
譲
さ
ん

日
退
教
通
信
第
4
0
9
号
2
～

4
面
、
日
退
教
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
リ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
の
で

（
す
べ
て
の
リ
ポ
ー
ト
）、
そ
れ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

「『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
削
除
問
題

を
考
え
る
」

広
島
県
退
協
　
石
村
政
利
さ
ん

平
和
教
育
に
つ
い
て
の
報
告
。

広
島
市
教
委
は
2
0
1
3
年
か
ら

平
和
教
育
の
副
教
材
と
し
て
使
用

し
て
き
た
「
広
島
平
和
ノ
ー
ト
」

の
改
訂
を
2
0
2
3
年
2
月
に
発

表
し
、
多
数
の
小
学
校
で
平
和
教

山田勝洋さん

筒井比呂志さん

沖田了紀さん

鳥家治彦さん

後藤　譲さん

第
二
分
散
会

「
平
和
・
組
織
・
教
育
・
人
権
・
文
化
」
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育
に
使
わ
れ
て
き
た
「
は
だ
し
の

ゲ
ン
」
を
削
除
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
署
名
で
5
万
6
千
人
を
集
め
広

教
組
や
市
民
団
体
・
被
爆
者
団
体

等
か
ら
も
削
除
撤
回
の
要
請
が
数

多
く
寄
せ
ら
れ
た
が
、「
教
育
委

員
会
の
権
限
で
削
除
し
た
」
と
述

べ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
中
学
3
年
の
教
材
か
ら

は
「
第
五
福
竜
丸
」
が
削
除
さ
れ
、

原
水
禁
大
会
誕
生
の
大
き
な
原
動

力
に
な
っ
た
反
戦
反
核
の
市
民
運

動
意
義
を
削
除
す
る
こ
と
に
も
な

る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。

「
反
戦
・
平
和
を
訴
え
る
平
和

劇
（
朗
読
劇
）
を
子
ど
も
た
ち

に
」大

分
県
退
現
教
　
今
井
啓
子
さ
ん

戦
争
体
験
者
が
高
齢
化
し
少
な

く
な
っ
て
い
る
中
で
、
2
0
1
4

年
か
ら
1
年
半
か
け
て
「
戦
争
体

験
者
の
聞
き
取
り
」
を
行
い
、
戦

争
体
験
集
「
い
の
ち
の
花
」
を
発

行
し
た
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
に
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、
そ
こ

か
ら
シ
ナ
リ
オ
を
作
り
劇
団
を
立

ち
上
げ
、「
不
戦
の
誓
い
」
を
花

言
葉
に
持
つ
「
大
根
の
花
」
を
劇

団
名
と
し
て
公
演
を
し
て
い
る
。

朗
読
劇
と
し
て
「
沖
縄
戦
」
を
メ

イ
ン
に
「
ヒ
ロ
シ
マ
」「
焼
夷
弾
」

を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
公
演
を
し
、

新
作
「
中
国
侵
略
・
加
害
」
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

「『
安
倍
晋
三
元
首
相
国
葬
閣
議

決
定
取
り
消
し
並
び
に
予
算
執

行
差
し
止
め
違
憲
確
認
並
び
に

損
害
賠
償
請
求
事
件
』
横
浜
訴

訟
に
つ
い
て
」

神
奈
川
高
シ
ニ
ア
運
動

早
川
芳
夫
さ
ん

横
浜
訴
訟
で
は
5
月
11
日
に
結

審
、
7
月
12
日
に
判
決
が
出
た
。

①
思
想
・
良
心
の
自
由
を
侵
害
す

る
閣
議
決
定
の
無
効
確
認
、
②
思

想
・
良
心
・
信
教
の
自
由
に
反
す

る
予
算
執
行
の
無
効
確
認
、
③
国

葬
は
憲
法
違
反
、
④
国
葬
に
使
わ

れ
た
20
数
億
円
の
国
家
賠
償
を
求

め
る
、
以
上
4
点
を
争
点
と
し
て

き
た
が
す
べ
て
国
の
主
張
通
り
の

判
決
だ
っ
た
。
東
京
高
裁
に
控
訴

状
を
提
出
し
た
の
で
、
現
在
、
高

裁
か
ら
の
連
絡
を
待
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

「
都
高
教
退
職
会
の
活
動
に
つ

い
て
～
2
0
2
2
年
度
の
報

告
～
」東

京
高
退
　
片
山
　
亨
さ
ん

都
高
退
で
は
現
職
と
の
共
催
で
、

毎
年
6
月
に
「
憲
法
学
習
会
」、

12
月
に「
反
原
発
学
習
会
」を
行
っ

て
い
る
。
退
職
会
独
自
の
取
り
組

み
と
し
て
は
「
辺
野
古
座
り
込
み

ツ
ア
ー
」
を
行
っ
て
お
り
、
今
年

は
8
名
が
参
加
し
た
。
か
つ
て

97
％
あ
っ
た
現
職
の
組
織
率
は
落

ち
込
ん
で
お
り
、
退
職
会
に
は
入

ら
な
い
と
意
思
表
明
し
な
い
限
り

会
員
に
な
る
よ
う
に
制
度
を
変
え

た
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
中
断
し

て
い
る
中
、
広
報
が
難
し
く
、
行

事
も
幹
事
以
外
の
参
加
が
少
な
い

と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。

「
高
退
教
活
動
っ
て
、
何
…
…
？
」

熊
本
高
退
教
　
木
田
文
博
さ
ん 

高
退
教
の
地
区
委
員
会
の
活
動

と
し
て
、
以
前
、
9
年
ぶ
り
に
地

区
の
新
年
会
を
復
活
さ
せ
た
こ
と

を
報
告
し
た
が
、
地
区
会
員
の
参

加
が
課
題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

年
四
回
の
企
画
に
取
り
組
み
、
地

区
便
り
を
通
し
て
会
員
に
伝
え
て

き
た
。
し
か
し
、
郵
送
費
の
関
係

で
地
区
便
り
を
郵
送
で
き
た
の
は

6
分
の
1
の
会
員
の
み
で
、
参
加

者
も
期
待
を
下
回
っ
た
。

か
つ
て
、
高
退
教
は
「
互
助
会

的
な
集
ま
り
」
と
言
わ
れ
こ
と
も

あ
っ
た
が
、「
高
退
教
と
し
て
の

ポ
リ
シ
ー
が
な
い
と
い
け
な
い
」

と
思
い
活
動
を
続
け
て
い
る
が
、

拠
り
所
と
な
っ
て
い
た
組
合
の
建

物
が
解
体
さ
れ
た
の
は
大
き
な
痛

手
で
あ
る
。

報
告
を
受
け
、
前
半
は
主
と
し

て
平
和
教
育
に
つ
い
て
、
後
半
は

組
織
活
動
に
つ
い
て
、
活
発
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
他
、

千
葉
県
退
教
「
千
葉
県
退
教
の
現

状
と
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
」、

福
島
「
4
0
0
号
間
近
!!
会
報
発

行
の
と
り
く
み
」
が
レ
ポ
ー
ト
と

し
て
提
出
さ
れ
た
。

石村政利さん

今井啓子さん

早川芳夫さん

片山　亨さん

木田文博さん



（4）

◆
編
集
後
記
◆

中
国
は
管
理
さ
れ
た
情
報

社
会
で
、
日
本
は
自
由
な
情

報
社
会
と
思
い
込
ん
で
い
る

日
本
人
が
多
い
が
、
こ
こ
数

年
の
日
本
の
状
況
は
中
国
と

大
差
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

特
に
、
ネ
ッ
ト
で
情
報
を

得
よ
う
と
す
る
と
管
理
さ
れ

た
情
報
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

先
日
あ
っ
た
宮
城
の
県
議
選

の
結
果
は
、
維
新
が
は
じ
め

て
2
議
席
確
保
（
2
人
は
落

選
）
し
た
こ
と
の
み
ネ
ッ
ト

ニ
ュ
ー
ス
は
伝
え
、
立
憲
民

主
党
の
10
人
全
員
が
当
選
し

た
こ
と
を
伝
え
て
い
な
か
っ

た
。こ

の
手
口
は
さ
ま
ざ
ま
な

面
に
み
ら
れ
、
権
力
に
都
合

の
悪
い
情
報
を
一
般
に
伝
え

な
い
構
造
が
中
国
の
よ
う
に

出
来
上
が
り
あ
る
よ
う
だ
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
今

後
日
退
教
を
通
じ
た
情
報
は

重
要
な
も
の
に
な
っ
て
い
く

可
能
性
は
大
と
な
る
だ
ろ
う
。

�

（
石
）

2
0
1
5
年
9
月
19
日
は
、
安
倍
晋
三

内
閣
に
よ
る
戦
争
法
強
行
採
決
の
日
で
す
。

そ
れ
以
来
、
毎
月
19
日
を
総
が
か
り
行
動

の
日
と
し
て
、
雨
に
も
負
け
ず
、
風
に
も

負
け
ず
国
会
議
員
会
館
前
で
集
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
8
年
目
の
9
月

19
日
に
な
り
ま
す
。
日
退
教
は
、
首
都
圏

単
会
の
会
員
と
と
も
に
、
毎
月
休
ま
ず
参

加
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
退
職
者
連
合

高
齢
者
集
会
は
19
日
だ
っ
た
の
で
、
集
会

終
了
後
、
北
退
教
（
渡
部
薫
さ
ん
）、
岩

手
県
退
（
阿
部
作
生
さ
ん
）、
鹿
児
島
県

退
（
下
馬
場
学
さ
ん
）
の
3
人
も
参
加
を

し
ま
し
た
。

五者合同学習会
　第 29 回五者合同学習会は、10 月 12 日
にラポール日教済で開催されました。田
中正敬専修大学教授から「関東大震災 100
年、朝鮮人虐殺」、羽場久美子青山学院大
学名誉教授から「東アジアでの戦争をい
かに回避するか～軍備拡大ではなく、沖
縄を平和のハブに！」と題して講演をい
ただきました。

今年の平和集会（10月21 ～ 22日）は、山口県の岩国市
で行われました。日退教からも鳥取県退（後藤譲さん）、広島
県退（田尾伸治さん）、岡山退（江森享子さん）、山口退（鳥
家治彦さん）、広島高退（黒川冨秋さん）の5人が参加しました。
今年になって、各地でいろんな運動が再開されています。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

日教組2023平和集会に
日退教中国ブロックから参加

羽場久美子 名誉教授 田中正敬 教授

９
月
の
総
が
か
り
行
動
に
、

高
齢
者
集
会
の
参
加
者
も


